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【公表番号】特表2016-526771(P2016-526771A)
【公表日】平成28年9月5日(2016.9.5)
【年通号数】公開・登録公報2016-053
【出願番号】特願2016-523652(P2016-523652)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｍ  10/0562   (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/052    (2010.01)
   Ｈ０１Ｍ  10/058    (2010.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/06     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ   1/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｂ  13/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｍ   10/0562   　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/052    　　　　
   Ｈ０１Ｍ   10/058    　　　　
   Ｈ０１Ｂ    1/06     　　　Ａ
   Ｈ０１Ｂ    1/08     　　　　
   Ｈ０１Ｂ   13/00     　　　Ｚ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成29年11月9日(2017.11.9)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１６】
  製造方法においては、前記錯化剤は５規定（Ｎ）濃度のアンモニア水が用いられ、前記
水溶液のｐＨが１０～１１の溶液になるよう前記錯化剤を混合する。例えば、前記出発物
質と錯化剤を混合するステップは、前記出発物質を４ｍｌ／ｍｉｎの速度で滴定し、同時
に前記錯化剤を４ｍｌ／ｍｉｎの速度で滴定してもよい。そして、前記沈殿物を形成する
ステップにおいて、ｐＨ調節のためにＮａＯＨ溶液を添加して、前記ＮａＯＨ溶液は１モ
ル濃度で形成され、共沈反応が進行するにつれ、共沈反応器のｐＨ変化によって自動的に
滴定されてもよい。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
  共沈反応器において、約５００ｍｌの蒸留水と準備されたＮａＯＨでｐＨを１１レベル
に調節し、共沈反応器のインペラ速度を約１０００ｒｐｍに設定する。共沈反応が始まる
と、出発物質は約４ｍｌ／ｍｉｎの速度で滴定し、同時に錯化剤として準備されたアンモ
ニア水を同一の４ｍｌ／ｍｉｎの速度で滴定する。また、共沈反応が進行するにつれ、反
応器のｐＨ調節のために上述の準備されたＮａＯＨ１モル溶液を共沈反応器のｐＨ変化に
よって自動的に滴定されるよう設置する。
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【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１２】
　前記錯化剤を混合するステップは、出発物質を４ｍｌ／ｍｉｎの速度で滴定し、同時に
前記錯化剤を４ｍｌ／ｍｉｎの速度で滴定する請求項１１に記載のリチウム二次電池用固
体電解質の製造方法。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】請求項１３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【請求項１３】
　前記沈殿物を形成するステップにおいて、ｐＨ調節のために水酸化ナトリウム（ＮａＯ
Ｈ）溶液を添加して、前記ＮａＯＨ溶液は１モル濃度で形成され、共沈反応が進行するに
つれ、共沈反応器のｐＨ変化によって自動的に滴定される請求項１１に記載のリチウム二
次電池用固体電解質の製造方法。
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